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□現状として、改修した家は、ほとんどが近代的な家に建て替わっている。今後新築、
改築する人にとって道路沿いに駐車場が必要となるので、壁面を揃える、建具を格
子にするといった規制は難しいのではないか。

□野村集落の街並みが好きで、現地の家屋を買って移住する人、商売をしている人
もおり、街並みを保存していきたいという希望を持っている人もいると思うが、地域全
体の機運は高まっていない。

□市の補助体制を整え、まずは現存する歴史的な建物１棟１棟にお願いし、賛同を
得た家から保存を図っていくべきではないか。

□東海道の散策者はたくさんいるので、佐野家のように市が買い取って管理し、公
開活用する方が良いのではないか。

□歴史的趣が残る野村一里塚、慈恩寺、森家住宅、佐野家住宅に加えて、現在残っ
ている家屋を１棟ずつ保存していくことで、ある程度野村集落の街並みの趣が残せ
るのではないか。
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□歴史的な建物に住んでいるが、リフォームや獣害対策等維持管理にお金がかか
る。両親の意向や、愛着があってこうした家屋を残しているが、次世代に多額の費用
を要してまで保存してほしいと言えない。

□耐震面への不安がある。古い家の耐震補強工事は市補助のみでは足らず、野村
第一自治会では４０％が耐震補強していない。

□野村第二自治会では高齢化が進んでいる。裏道が未整備で、駐車場の確保に苦
慮するため、若い人は新興団地に家を建てる人が多い。幸いにもこれまで売却され
た家は空き家にならず、地域を維持できているが、今後も空き家は増えてほしくない。

□建て替えの際、規制が住民の負担になってはいけない。住民が負担なく、住みや
すい都市計画の検討をお願いしたい。

□野村集落で面的な規制をするのではなく、伝統的な意匠が残っているお寺や家屋
にポイントを絞って、市が補助金交付等の支援をして、保存していってはどうかと思う。
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二ノ 丸帯曲輪

大久保神官家棟門

旧佐野家住宅

亀山城外堀遺構

明治天皇行在所

旅籠「 玉屋」

旧木村邸

鈴鹿峠自然の家

鈴鹿馬子唄会館

JR加太駅舎
亀山市林業総合センター
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